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研究成果の概要（和文） ： 
米国及び豪州の事例分析の結果、 大学マネジメントにおける上級管理職と IRの機能的連携の特 
徴として、１．重層的な組織構造の枠組の中、時には組織横断的なタスクフォースを結成する 
ことにより様々な階層の管理職が職責に応じたリーダーシップを柔軟に発揮していること、 ２． 
かかるリーダーシップにおいては、IR組織が提供する客観性の高いデータや情報を、学内の対 
話を促進するトリガーとして活用していることが解明された。 
研究成果の概要（英文） ： 
As a result of examination on university in the USA and Australia, this study clarified 
main features of the functional relationship between senior management and institutional 
research in terms of university management. First, within the framework of multilayered 
organizational structure, various senior managements flexibly provide leadership 
depending on their responsibility in a hierarchical setting in institution, in some 
instances, by creating a cross-sectional task force. Second, in those situations of 
leadership, senior managements use data and information as a trigger to promote dialogue 
within institution, which is provided by the IR office. 
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１．研究開始当初の背景 
21 世紀初頭の日本において、 国立大学の法 

人化や「認証評価」の開始等を契機とし、大 
学の自主的・自立的な組織運営の体制整備が 
現実的な課題となってきている。あわせて、 
国による大学ガバナンスの方式が「事前規 
制」 から 「事後チェック」 へと移行するなか、 

データや情報の収集・分析・報告によって 
PDCA（Plan-Do-Check-Action）サイクルにそ 
くした高等教育マネジメントを支える 
Institutional Research（IR：機関調査）の 
機能に注目が集まってきている。とりわけ、 
近年、名古屋大学や九州大学をはじめ、大規 
模な国公私立大学を中心に IR を専門的に担 
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う組織が設置されてきていることもあり、自 
律的な機関のマネジメントを支える IR の機 
能に対する実践的な関心が全国規模で高ま 
っている。 

こうした実践的な関心に応える形で、戦略 
的計画が早い時期から採用されたアメリカ、 
オーストラリア等の高等教育機関における 
IR の事例が日本に紹介され、IR の基本機能 
や組織体制に関する研究から日本の大学へ 
の示唆が得られている。アメリカにおいては、 
高等教育機関の戦略的計画および IR にかか 
わる理論的かつ実践的な研究の蓄積が厚い。 
データに基づく意思決定システムの現象形 
態は多様だが、それらが機関によって生み出 
されるさまざまな「成果（アウトカム）」の 
分析に軸足を移動していることが注目され 
る。たとえば、機関への公的な資源配分が卒 
業生や卒業率などのいわゆる量的な「成果」 
に基づく方式に変化している州が見受けら 
れる一方で、アクレディテーションの文脈で 
は機関における学習教授の「成果」の分析が 
IR 組織の重点領域に加わりつつある。 オース 
トラリアでは、連邦政府の主導による質保証 
の枠組みのなかで、学習教授の成果に基づく 
資源配分が実行されており、 IR の重点領域や 
成果指標もこうした資源配分の体系に強く 
規定されている。アメリカおよびオーストラ 
リアの高等教育機関では、いずれも学習教授 
の向上に責任を負う教学領域の上級管理職 
（Provost や Senior Vice Principal 等）と 
IR 組織が機能的に連携し合い、 高等教育マネ 
ジメントの実効性をあげるべく、実践を重ね 
ている事例が見受けられる。 

こうした国内外の動向を背景に、 IR が機関 
のマネジメントを支える基本機能のひとつ 
であるという認識は日本の高等教育研究者 
や大学関係者の間で徐々に共有されてきて 
おり、高等教育関連の学会や研究集会におい 
ても独立したテーマでシンポジウムが組ま 
れるほどになっている。しかしながら、IRの 
実践レベルでは、長らく「事前規制」のガバ 
ナンスの枠組みにおかれていた個々の大学 
にとって、中長期的なビジョンに立った目 
標・計画を策定し、データに基づく意思決定 
を継続していくというマネジメントの発想 
や方式は自明のものではない。とりわけ、機 
関のデータおよび情報の価値や有用性が執 
行部に十分に理解されず、なおかつ意思決定 
のプロセスに反映できていないという現実 
が認識されている。いわば、IRの充実ととも 
に、機関の様々な意思決定に機能を果たす上 
級管理職による IR の活用の「成熟度」に帰 
される問題とも言えよう。 

以上の状況に対し、 IR 組織から提供される 
データや情報を、「受け手」である上級管理 
職が具体的にどのように使いこなしている 
のかに注目した研究は管見のかぎり見当た 

らず、大学マネジメントにおける上級管理職 
と IR の機能的連携の実態は十分に解明され 
ていない。 
そこで、これらの先行研究の成果に立脚し、 

本研究の着想を得るに至った。 すなわち、（1） 
国際的な競争環境のなかで高等教育の質保 
証（quality assurance）が課題となってい 
る今日、ナレッジ・マネジメントの進展が見 
られるアメリカやオーストラリアの高等教 
育機関において、データに基づく意思決定シ 
ステムが機能しており、 IR 組織が重要な役割 
を果たしていること、（2）意思決定の仕組み 
や重点領域に関しては、 IR 組織のミッション 
や専門人材の配置、 IR 組織と上級管理職の指 
揮系統体制、データガバナンスの方式等、 
個々の機関に固有な文脈が強く影響し、多様 
な現象形態をとっていること、（3）意思決定 
システムの実効性は、 IR 機能の充実のみなら 
ず、 IR 組織から提供されるデータや情報の上 
級管理職による活用機能があってこそ発揮 
されること、（4）したがって、日本における 
大学の IR の実効性を追究するための基礎的 
研究として、アメリカおよびオーストラリア 
の高等教育マネジメントにおける上級管理 
職と IR の機能的連携の実態解明が必要とな 
ること、等である。なお、本プロジェクトに 
おける高等教育マネジメントとは、高等教育 
機関における PDCA サイクルに基づく組織的 
な営みを指し、財務政策や人事管理などの狭 
義のマネジメントにかかわる事項に限定す 
るものではない。 

２．研究の目的 
上記の問題状況を背景とし、本研究は、大 

学のデータに基づく意思決定における上級 
管理職と IR のそれぞれの機能的役割に注目 
し、なおかつそれらの有機的な連携のあり方 
を高等教育マネジメントの視点から解明す 
ることを目的とする。 
とりわけ、IR 組織から提供されるデータ 

や情報を、「受け手」である上級管理職が具 
体的にどのように使いこなしているのかに 
注目し、大学マネジメントにおける上級管理 
職と IR の機能的連携の実態を明らかにする。 
さらに、解明された実態に基づき、それぞ 

れの国や機関の組織文化および文脈の違い 
を考慮しつつ、大学マネジメントにおける上 
級管理職と IR の機能的連携に関する特質を 
抽出し、日本の大学マネジメントへの示唆を 
得ることを目指す。 

３．研究の方法 
具体的な研究の方法として、大学の上級管 

理職の全学的な取り組みが捉えやすいと想 
定される「専門的官僚機構型（Professional 
bureaucracy）」 （Volkwein による 4類型のう 
ちの一つ）の IR組織に注目し、アメリカお



よびオーストラリアにおいて比較的大規模 
で開発が進んでいる IR 組織を備えた機関を 
訪問し、現地調査を行う。具体的には、当該 
機関の計画策定および評価のサイクル、デー 
タガバナンスの方式、上級管理職の権限およ 
び意思決定事項、IR 組織の指示系統、意思 
決定の局面における IR の支援機能（上級管 
理職からの調査受託・設計・実施、レポーテ 
ィング等）、IRの活用成功事例／葛藤事例等 
から、上級管理職と IR の機能的連携の特質 
を分析する。 

あわせて、今日の高等教育マネジメントの 
国際的な課題のひとつとなっている質保証 
の観点から、学習・教授の成果測定にかかわ 
る IRの機能と上級管理職の関係を考察する。 

４．研究成果 
アメリカでは、予備的調査の結果をふまえ 

「すぐれたナショナル・モデル」として評価 
の高いカリフォルニア州立大学ロングビー 
チ校に対象を絞り、第一年度および第二年度 
の訪問調査の成果に立脚した分析を進めた。 
特に、今日の高等教育の重要課題の一つであ 
る質保証に焦点をあて、大学教育の質保証お 
よびアカウンタビリティへの応答のあり方 
や、国家戦略と機関レベルの戦略的優先事項 
の関連、データおよび情報の収集・分析によ 
って内部質保証を支える IR 機能の特質を分 
析した。 

また、オーストラリアでは、AAIR にて質保 
証および大学マネジメントの最新動向につ 
いて情報を収集するとともに （2011年11月）、 
メルボルン大学やバララット大学等のこれ 
までの訪問調査校についての分析をさらに 
進めた。これにより、大学マネジメントにお 
ける上級管理職と IR の機能的連携に関する 
総合的な考察を行った。 

その結果、大学マネジメントにおける上級 
管理職と IR の機能的連携に関わって主に二 
つの特質が明らかにされた。第一に、重層的 
な組織構造の枠組の中で、時には組織横断的 
なタスクフォースを結成することによって、 
様々な階層の管理職が職責に応じたリーダ 
ーシップを柔軟に発揮していること、第二に、 
そうしたリーダーシップの場面では、 IR 組織 
から提供される客観性の高いデータや情報 
を、上級管理職が学内における対話を促進す 
るトリガーとして活用していることである。 

こうした特質は、ともすれば大学マネジメ 
ントをめぐる諸問題の解決のすべてが、学長 
個人のリーダーシップの一点に帰されるか 
のような論調が見受けられる状況に一石を 
投じるものであり、きわめて重要である。実 
際には、重層的なリーダーシップ間の関係を 
問うことこそが、大学という固有な組織のマ 
ネジメントの本質を捉える上で有効だと考 
えられる。そうした文脈で、IRはただ単に上 

級管理職にデータを供給するだけの役割を 
超えて、資産（asset）としての大学データ 
の受託責任を負う担当者として、データの収 
集・分析・報告を通じた組織的対話を促進す 
る支援者としての役割が求められているの 
だと言える。質保証の文脈において、日本の 
大学において内部質保証システムを整える 
ことがますます重要な課題となってきてい 
るが、本研究から得られた知見は、大学の組 
織文化に適合したシステム設計の方向性を 
考える上でも、一つの有益な展望を提供する 
ものだと考えられる。 
以上の中間的および最終的な研究成果を、 

国内外における高等教育関連の学会や図書 
および学術雑誌において発表しつつ、日本の 
大学マネジメントのあり方を検討する上で 
の重要な示唆としてまとめ、中間成果報告書 
（2011 年 3月）および最終成果報告書（いず 
れも冊子）の作成・発行（2012 年 3月）を通 
じて広く社会に還元した。 
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